ACB　Aviation　Inc.


フライトマニュアル

Sky　paraglidersAtis3（アティス3）

アティス3をお買い上げありがとうございます。

アティス3に乗る前にこのフライトマニュアルを良く読んでください。

もし質問なり、追加インフォーメーションが下さいときは、ACB-aviationに問い合わせをしてください。

スカイパラグライダーは最も古いグライダー製造メーカーの一つです。我々の幅広いグライダー製造経験を生かして、アティス3をテストし、設計しました。アティス3はパーフォマンス性と軽快なハンドリングと良好な安全をお約束しています。パイロットが正しく操作するにおいて、アティス3自身が,　潰れのリカバリーをし、パイロットに安心感を与え、フリーフライトにおいて、高いパーフォマンス性を提供します。

このマニュアルの目的はアティス3の飛行特性とテクニカルスペックを記載したものです。

このマニュアルは、より良い飛行をするためのマニュアルでは有りません。

パラグライダーは時には危険なスポーツです。しかし、高品質の機材、パイロットの判断、トレーニングによって、安全は確保されます。スカイパラグライダーは高品質の機材だけを提供します。アティス3はヨーロッパ安全基準EN-Bを取得しております。

EN-Bのグライダーは中級者向け以上のグライダーです。しかしアティス3は、アクティブ飛行での操作性、又潰れ、揺れの反応に対して大変安全で優れています。

全てのスカイパラグライダー社の機材は、シリアルナンバーをつけて、工場出荷前に検査をしております。

アティス3は高品質の材料で製造され、十分に検査されています。全てのグライダーは出荷前にテスト飛行されています。

パラグライダーパイロット自身が、自分の安全に責任を持ち、飛行に伴う危険をディーラー、輸入業者、製造者に転化しない様自己責任でおねがいいたします。

アティス3の改造してしまった場合は、EN-安全基準も保証しません。
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1． テクニカル記述

アティス３テクニカルデーターやラインプランはインターネットで確認してください

またはACBaviationまでお問い合わせ下さい

アティス3は高性能パラグライダーです。

他のパラグライダー同様、アティス3は、脚でテイクオフするグライダーで、パラシュートではありません。アティス3は、ウインチや丘からテイクオフしソアリングするもので、降下するためのパラシュートではありません。パラグライダーは、パラシュートのような開傘ショック抵抗は期待できません。

パラグライダーの翼は、ラムエアーの圧力によって形成されています。インテイクからの空気流入により、浮力のある翼を形成します。翼は、翼の下にパイロットがぶら下がっているために安定し、ブレークコードを使用することで、トレーリングエッジを動かし、翼にブレーキをかけることができます。同時にかければ、翼はスピードが落ち、非対称にかければ、旋回します。

アティス3は長円形の５３セルのグライダーである。ライザーは４本のメインライザー（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）があります。

またスプリットAのライザーが付いており、翼端折に便利です。ブレークコードはプーリーを通してDライザーにつながっている。ブレークコードの長さは、工場でセットされ、マークされている。勝手に、長さを変えないでください。飛行時、5cm程度ブレークコードを引いたとき重さを感じるのが良いとおもわれます。

１．１スピードシステム

アティス３は標準的なスピードシステムを装備しています。（足で操作するラインがAライザーにつながっている）。システムは、伸ばすことによって、A,B,Cライザーが働きます。このシステムは迎え角度を減少させるものです。（この角度とは対気に対する翼の角度）

注意事項

すべてのグライダーは、このスピードシステムが安全に対してネガティブに働くので、十分高度があるときのみ使用してください。使い方は、対地速度を上げ、対地における滑空比をあげることです。乱気流に遭ったときは、スムースにスピードシステムを解除してください。

図―２

ライザーとスピードシステム
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２．飛行

2． １テイオフ準備

テイクオフ準備には、テイクオフ場所とは別な場所でグライダーを点検して下さい。（飛行が終わった後は必ず畳んで下さい）以下の点検が望ましいですが、以下の点検に限定するものではありません。

· 翼の破れ、穴、糸のほつれ、または損傷個所、弱い個所の点検

· ラインの切れ、こすれ、他の損傷個所の点検

· ラピッドリングの完全締め付け具合点検

· ライザーの糸のほつれ、破れ、損傷個所のチェック

· カラビナの損傷チェック

２．２テイクオフ前

グライダーが十分広げられる場所を選びましょう。もし必要なら、一回立ち上げてみよう。

風に向って走るので、グライダーは風の方向とは直角に広げましょう。グライダーの両端は、少し引き、弧を描くように広げましょう。

このようにすると、真中から先に膨らみ、コントロールがし易く、均一に膨らみます。
パラグライダーを広げた後、安全機材のフライト前のダブル点検をしましょう。

· ヘルメットとあご紐は？
· ハーネスベルトはすべて閉じたか、安全か（レッグベルトは二重のチェック）

· ラインはフリーで、もつれていないか

· テイクオフ前には、飛行経路を確認し、ランディング場をイメージしよう。

２．３テイクオフ

前向きテイクオフでは、左右の手にＡライザーを持ち、他のライザーは腕にかける。（ＡライザーはスプリットＡライザーがついている）体は、翼の真中におき、両手で均等に力をＡライザーに加える。前の方向に動き、体はハーネスの胸ベルトに傾け、前に向って押し、Ａライザーをあげる。風の強さによって、走りとＡライザーへの加減を調整する。風が強いときは、より力が要らないでしょう。また、攻撃的に前に持上げると、翼が頭上を走る可能性があるので、ブレークコードで押さえましょう。
２．４飛行

2．4． １　旋回

アティス3は機敏なグライダーともいえます。EN-　Bのグライダーが初めての場合や、スカイパラグライダーズ社のグライダーがはじめての場合、慣れるまで十分注意して練習してください。旋回の動作は大変スムーズです。旋回する方向に体を傾け、同じ方向の軽いブレーク操作で旋回に入ります。航空機と同様、沈下率は旋回時増え、より深い旋回をすると、より沈下率は増えて行きます。旋回は、ノーマルスピード（スピードシステムを使わないスピード）の範囲において可能だが、極端にスピードがない場合、ストールに入り、ハイスピードの場合、スパイラルに入っていく可能性もあるのです。スピードシステムを使った時の旋回は、ブレーク操作をより少なくするか、旋回方向に少し傾けるだけで十分です。

2．4．2 高度獲得

いつもグライダーは下降しようとします。上昇の秘訣は、下降するより早く上昇することです。一般的に、上昇しようとするときは、二つのタイプがある。一つはサーマル上昇、もう一つはリッジ上昇です。上昇には乱気流がつきもので、上がるところあれば下がるところもあるでしょう。

上昇帯での飛行は、経験豊かなインストラクターから教わって下さい。サーマルコンディションでの練習には、自分にあったサーマルで練習しましょう。サーマルとは、一般的に昼頃強く,荒れているものなので、この時間帯は避けるほうが良い場合もあります。

2．4． ３サーマルでの飛行

アティス3は沈下率の小さい、高性能グライダーです。サーマルに最も適したグライダーで、サーマルにあたった場合、このグライダーは風見効果が現れ入っていこうとする場合もあります。弱いサーマルの場合、緩やかな旋回で、沈下率を押さえましょう。ターン方向に体を傾け、ブレークコードの操作を少なくし、ゆっくりまわすと（ブレークコードを約２５％引くか、肩までの引く場合）一番沈下率が小さい旋回ができます。ゆっくりサーマルの中で旋回するときは、スピンに気をつけ、スピンやストールの前兆が現われたときには、ブレークコードを離し、スピードが上がるように準備しておきましょう。強いサーマルの場合、旋回内側のより強いブレーキングと旋回外側のブレーキングの開放が。グライダーをサーマルのセンターにとどめ置く効果があり、乱気流における安定性を確保する働きもある。

サーマルコンディションでは　下降気流のそばには直ぐ上昇気流がある。これらの条件では、翼の内圧の減圧が生じ、コントロールする為にパイロットの技術が必要です。

２．４．４リッジ上昇

リッジ上昇とは、斜面に沿っての上向きの風で、斜面、岸壁、山、尾根で起きる上昇風です。リッジ風はスムースで、風のスピード、地形の特徴に影響し、思いのほか高いところまで押し上げてくれるでしょう。リッジ上昇風は、乱気流を伴い、それは上昇帯やその端に下降風として現われます。このような風速での（時速３０ｋｍは熟練パイロットには普通でも）トラブルは、突然で、激しいものがあると思われます。障害物によるローター乱気流は、リッジソアリングは低い高度での飛行が多いために、地上への墜落を招くケースもあるでしょう。

2．4．5 乱気流、アクティブな飛行技術

飛行時、わずかではあるがブレークコードを引き、潰れ対策として、翼の内圧を維持するようにすることも有効です。（潰れとは、インテークの開口部が閉じ潰れることを意味する）パイロットは、翼を常に頭上にとどめておくことが重要で、体重移動やブレーク調整操作を習得しましょう。

翼が前に動くときは、ブレークコードをあてがい、後ろに動くときは反対にブレークコードを緩めます。コントロールなしに旋回しようとするときは、あて舵を行い、体重移動も行いましょう。ブレークコードが軽いときは、翼端の潰れが予想されますので、ブレークコードが軽い側に、ブレーキングを行い、また反対側に体重移動し、まっすぐな飛行を維持するようにします。

アクティブな飛行を経験していないなら、アティス3マヌーバ体験実施も考えましょう。アティス3は非常に安定したグライダーですが、初心者の為のグライダーではありません。パイロットがブレークコードをバンザイの状態にすれば、殆どの場合ノーマルな飛行にもどるとおもわれます。この時、元の飛行コースを維持する必要はありません。高度のロスはあるが、元のコースから180度以上コースがずれることはないと思われます。

2．4． ６ランディング

アティス3は　スクール機のように簡単にランディングできる安定したグライダーです。他のグライダーのように風に向ってランディングしますが、ランディングは一番用心をするところでもあります。地上へのランディングは，もしミスが生じても逃れる空間があｒません。もっとも注意するところです。

ランディング近くに障害物があると、それが乱気流の原因となる。ランディングのアプローチとは、ブレークコードを引きながら、グライダーの安定を図ることです。地上に１５ｍを切ったとき、ゆっくりとフルグライドに移行にし、安全且つ可能なかぎりスピードを上げ、エネルギーを確保し、次ぎのフレアーに備えましょう。地上に約２ｍぐらいになったとき、ゆっくりブレーキングを行うのが目安です。着地直前、いっぱいのフレアーをかけランディングします。もし、ハードなフレアーにより、持上げられたときは、ハードランディングを覚悟し、（パラシュート降下のような着地）決してブレークコードを着地するまで離してはいけません。着地時、風が強い場合は、より弱いフレアーでも十分でです。弱い風の場合は、より深いフレアーが必要でしょう。

２．５上級テクニック飛行

このマヌーバーはパラグライダーに共通したものです。ベテランパイロットでも不慣れなグライダーでは注意して行って下さい。パイロット取り立ての人は、インストラクターの指示にしたがって、高い高度、湖上で、レスキュー、ライフジャケット、ヘルメットをつけて行って下さい。

２．５．１ウイングオーバー

トリムスピードから、左右交互に１８０度の旋回をすると、急な上昇と、急なダイビング旋回が起こります。パイロットの振り子運動と翼のヨーイングを組み合わせると、翼のスイング運動を経験できます。このマヌーバーは、サーマルから出る時、あるいは乱気流に出会ったときの状態の練習に良いこともあります。

やや楽しいマヌーバーであるが体重移動やタイミングが悪いと問題が起こります。タイミングが悪かったり、ブレークコードの操作に適当なプレッシャー（引っ張り）がないと非対象潰れがおこるでしょう。これらのマヌーバーでアティス３の操作を誤ったと感じた場合、ブレークコードをターンの切り替わり目でないときに両方のコントロールを緩めます。レベルフライトに戻る時、多少のブレーキング必要です。これは、ウイングオーバーでのエネルギーが翼のピッチング状態に移行するからです。（これはパイロットの上を、翼が走ろうとするエネルギー）

２．５．２降下手段―翼端折り

自分の意思より高くあがったとき、雲に入ったとき、エリアの規定の高度以上に上がったとき、日没になったときなど、このようなとき速やかに高度を落とすために、翼端折りをすることも有効です。

翼端折とは、翼端をを対称に折、翼面積を小さくし、単位面積あたりの荷重を大きくし、

沈下レートを大きくするものです。アティス3は約３m／秒で沈下します。翼端おりはAライザー一番外のラインを直接引いて折ることも出来ますが、翼端折りライザーでカンタンに折ることも可能です。（翼端折りライザーはAライザーの付け根にベルクロで簡易的につながっていますので外れる場合も有りますが安全に支障はありません。）

翼端折りの方法は、トグルに腕を通し、トグルを手首まで下ろし、翼端折りライザーを指先で掴み（Ａライザーの一番外のラインが一本だけつながったライザー）、指関節は自分に向け、親指を下に向け、手の平を前に出す。腕を１８０度回転させ翼端折りライザーを下げおろします。親指は上を向き、手のひらは自分のほうに向いている。もし必要なら、翼端折りラインをもう一回下に下げる。しかし、もう一方のＡライザーが影響を受けるまで下げてはいけません。また、前縁が潰れたり、タックが入るまで下げてはいけません。翼端折をやめるときは、同時に両方のライザーを離します。この時、多少の旋回が起きる可能性もあります。

沈下率を上げたり、前へのスピードを上げるためには、スピードシステムを併用しスピードを上げ、沈下率を毎秒４－５ｍにすることも有効です。翼端を折り、それからスピードバーを操作します。翼端折から戻るときは、スピードバーを戻してから、翼端折りライザーを緩めます。

２．５．３降下手段―Ｂストール

このマヌーバーはより早く下りたいとき使う（約８ｍ／秒）。Ｂストールは沈下率が大きく、Ｂストールから回復するときキャノピーが不安定になることがあるので、最低でも地上１５０ｍのところでは回復するようにしましょう。

始めるためには、トグルを手のリストに通す。ブレークコードを離してはいけません。また、ブレークコードラインを手に巻いてもいけません。Ｂライザーのトップを小指を上にむけた方向で持ちます。一番いいのは、Ｂライザーのラピッドリングを持つことです。カラビナに向けて左右均等に下げ下ろします。１０ｃｍ引っ張ると、翼は後方に動き、Ｂライザーの抵抗は少なくなって行きます。翼は、なお安定し、飛行しようとする。ゆえに、よりいっそうの引っ張りが必要である。そして、さらに１０ｃｍ引くと（合計２０cm）　フルＢストールとなる。Ｂストールは安定し、秒速８ｍで落ちる。（ゆっくり引きすぎないように注意しましょう）
回復する為には　両Ｂライザーを左右同時に早く、スムースに戻すことが重要です。翼はノーマルな前進フライトに戻ろうとします。多少の翼の前への動きやピッチングが生じます。このピッチングには、ブレーキングは必要なく機速を維持しましょう。もしＢライザーをゆっくり戻すと(約３秒かそれ以上)、翼がパラシュートストールに入りますので注意が必要です。（飛行していなく、パラシュート状態に落下する）パラシュートストールから回復するには二通りある。一つは、グライダーにスピードが出るまでＡライザーを前に引く（スピードを出す為に翼をピッチングさせる）。二つ目はスピードシステムを約半分ほど作動させ、前進飛行に戻す。ただしアティス3はこれらの条件から普通に戻るよう設計されています。（しかしパイロットのアクティブな対応も場合によって必要です）
Ｂストールは必ず対称的に行い、もし、Ｂストール中に旋回に入ったら直ぐ止める動作を行いしょう。このような場合は、片方のＢライザーをもう一方のより強く引いているか、片方が手からトグルがスリップしているかの非対称が考えられます。

注意：Ｂストールから回復するときは、少なからずピッチングがあります。これは、翼がスピードを出すことが必要な証拠である。決して、ブレークコードを操作しないこと。Ｂストールから回復の際、およそ４５度の旋回は珍しくありません。ノーマルなフライトに戻るまでは、決して不必要なブレークコードを操作してはいけません。

2．5． ４スパイラル（上級テクニック）
スパイラルでは、非常に大きい沈下率を得られます（毎秒１０ｍ以上）スパイラルでは、パイロットに遠心力がかかり、気持ちの良くない降下方法でもあります。

スパイラルに入れる為にはトリムスピードから、ゆっくり片方のブレークコードを引いて体重を同じ方向に傾ける。（もう一方のブレークコードはあげておく）翼はスピードを増しながら回転に入ります。いったん、快適な沈下率に入ったら、ブレークコードはそのまま、あなたのシートの位置をセンターに移し、あなた自身、遠心力でシートに押せられることを感じてください。外側のブレークコードに多少のテンションを感じ、翼の安定を図りましょう。回復する為には、引っ張っているブレークコードを少しづつ戻し、外側のブレークコードを少し引っ張ります。ただし必要以上に外側を強く引っ張ってはいけません。スパイラルから回復する時、再旋回を（深くない旋回）維持するように心がけると、回復後の強い翼の持上げなしにスピードを緩めることが出来ます。沈下率が大きい場合、グライダーは回転を継続しようと、回復前に一回転をする可能性があります。

スパイラル実行時、もし、方向を見失ったり、視野が狭くなったり、遠心力で気持ち悪くなったりしたら、直ちにスパイルを止めること。地上から１５０ｍの位置でやめることが重要です。
２．５．５緊急操作

テイクオフした後、ブレークコードが切れたり、もつれていて使えないとき、Ｄライザーで操作することも可能です。このときは　両ブレークコードを離します（一方が使えても）。Ｄライザーのラピッドリングあたりを持ちましょう。やや重たいですがブレークコードと同じ方法にて操作できるでしょう。ブレークコードより、努力が必要で、下方にうまく動かないと感じるでしょう。またフレアーをかけるには適さないと思われます。このような操作のとき、地上が近くなったら注意深く飛行し、ランディングは通常より早くかけぬけるイメージで操作しましょう。

２．６緊急事態と飛行事象

緊急事態は、いくつかの要素を持って起きます。パイロットのミスと乱気流が最も多い共通原因でもあります。ここに記載したことはあなたの啓発を促し、差し迫ったトラブルとして、安全にリカバリー出来なければいけません。熟知したインストラクターのもと、これらのマヌーバーを高度があるところで　しかも湖上で、ヘルメット、ライフジャケットレスキューセットをつけて行って下さい。

アティス3は、これらの条件から安全に、安定して戻るよう設計されています。もし予想できないような動きが起きた場合、フライトを中止し、ディーラーに検査の為送ってください。

２．６．１パラシュートストール

このパラシュートストールは、Ｂストールから回復するときや、上昇中ブレークコードを深く引いたとき起きる可能性があります。この状態とは、翼は安定したまま頭上にそのまま残るが、前進は極端に遅くなるか止まってしまかもしれません。回復には二通り考えられます。一つ目は、グライダーが走り出すまでＡラーザーを前に押す。（翼がスピードを出す為に多少のピッチングが現われる。）二つ目は、翼が前に走るように、スピードシステムを約半分ほど作動させる。多少のピッチングが現れますがアティス３は、自身で戻ろうとするでしょう。

これらの方法は、回復する為に多少の翼のピッチングがありますが、ブレークコードは基本的にひいてはならないと思われます。

もし、しばしばこのようなストールに入るときはディーラーに検査の為送ってください。翼かラインが余計な荷重を受け伸びてしまっている場合があります。

2．6． ２クイック旋回

クイックな旋回は衝突防止や、障害物から避ける為に必要でときがあるかもしれません。この動作を、スピンを伴わないで行うには、旋回方向のブレークコードを６０％引くと同時に体重を傾ける。９０度旋回の後、ブレークを戻し、体も戻します。もし、そのまま９０度以上保持していると、ディープストールに入る可能性があります。また、遅いスピードでこの動作をすると、スピンに入ることもあります。
２．６．３スピン

スピンとはネガティブ旋回のことで、スピンが起こると、空気の流れが翼面の半分以上剥がれてしまい、翼端においても揚力を生じません。小さいスピンにおいては、翼端は後ろに動く（ネガティブ）ことがあります。このスピンとは、緩い速度のとき、一方のブレークコードを一杯に引いたとき起きます。予期しない飛行から回復させるときにもこのスピンは起こるでしょう。（部分的潰れ、ストール）スピンは突然起きます。もし起きたら、回復するために、両手を万歳の状態にしましょう（手を上に）。翼はゆっくり回復し、ノーマルフライトに戻ります。また、アティス3は万歳の状態で元に戻るよう設計されています。非対象潰れの場合でも、回復時グライダーは前へのピッチングや旋回が起きることがあります。

２．６．４フルストール

ノーマルフライトにおいては、アティス3はフルストールには入ることはありません。ブレークコードはノーマルにセットされており、ブレークコードを手に巻いたり、シーとの下まで引くと、フルストールは起こります。ストールに入ったとき、ブレークコードの重さはいっぺんに抜けるでしょう。もし、パイロットが非常にゆっくりとサーマルの中で飛行したリ、突然乱気流の中に入った場合、自然にフルストールが起きることもまれにあります。

一度ストールに入ると、グライダーはパイロットの後方に動く。もしストールに入ったら、少なくとも数秒間はそのままに維持するか、頭上でグライダーが安定するまで待ちます。このことは、グライダーを頭上で安定させることが目的である。ブレークコードをカラビナのあたりに維持するイメージで頭上へキャノピーが来るのを待ちます。もし、急にブレークコードを戻すと、ピッチングが前に起こり、時にはパイロットの下にくることもあり大変危険です。このときは回復できないものとして、レスキューを投下しましょう。もし、頭上で安定しているときは（少なくとも数秒間）、ブレークコードをややゆっくり、スムースに一杯まで戻す。グライダーはピッチングを起こしますが慌てずに機速をつけ自然回復をイメージし、無理のないブレーク操作で頭上安定操作を行ないましょう。

２．６．５対称潰れ

前縁潰れは、乱気流や滑空角度を急に変えた場合に起こります。（時々、パイロットの振り子運動によっても起きる）前縁潰れは、突然上昇気流が離れ、下降気流が入ってきたとき起きます。また、激しくＡライザーを引っ張ったときや、翼端折りを間違ったときにも起きます。（余計に引っ張ったり、余計なラインを引っ張ったり、スプリットＡライザーの代わりに前のラインや外側のラインを引いたとき）

前縁のつぶれとは、リーディングエッジのセルが潰れたり、下に下がることを言い、普通の状態では、翼は潰れから自然に戻ろうとします。また、同時に両方のブレークコードでポンピングするのも時には有効です。前縁の潰れから回復操作をしているとき、パラシュートストールに入る可能性があります。このような時は前述にあるように対処して下さい。
２．６．６非対称潰れ

同じ力でも、対象潰れになったり、片方だけの非対称潰れになったりすることがあります。非対称つぶれとは、片方の翼だけ潰れたり、時々内圧がなくなったりすることです。もし、非対称潰れが起きたときは、真っ直ぐ飛行できるように、反対側のブレークコードをゆっくり引き、反対側に体重移動するようにしましょう。潰れサイドのブレークコードを早く、十分にポンピングし翼の内圧を高め、前縁をオープンにし、セルを開け安定させます。

２．６．７共通ミス

（1） 非対称ブレークコード操作はスピンに入ることがあります。このときは両方のブレークコードを一杯にゆるめ、翼を回復させましょう。

（2） パイロットの後ろの方に翼が来たら、ブレークコードをゆるめる。このとき、強い前へのダイブが始まり、前縁が潰れ、パイロットが翼に包まれたりすることがあり大変危険です。突然、前への強いダイブが始まったりしたら、強く、早くブレークコードを両方対象に引き、頭上に翼が安定するまで、およそ５０％－７０％のブレークコードを引く動作を行ないましょう。

（3） ゆっくりしたスピードでの飛行中、ブレークコードをすばやく緩めるたりすると、上記のような状況が起こることがあります。
３．持ち運び、保管、メンテナンス、修理

· グライダーを広げるときは、ラフなところ、鋭い枝がないこと、尖った石がないこと、

等、グライダーを痛めるところは避けましょう。グライダーはいつも、穴が開いているか、引っ掻きがないか確かめましょう。

· 極端な温度での使用は避けましょう（5度Ｃ以下、50度Ｃ以上）

· 紫外線からなるべく隔離しよましょう。テイクオフで待っているときは、翼をカバーするかして紫外線から守りましょう。

· もし翼が濡れたら、日陰で乾かすことが需要です。もし海水に濡れたら、乾かす前に真水で洗いましょう。もし必要なときは、極端に薄めたハンドソープで洗う。決して濡れた状態で保管してはいけません。

· インテイクから絶えずごみを取り除きましょう。
· 長く保存するときは、ラフにパッケージし、決してきつく梱包してはいけません。
· 損傷を受けたラインはすぐ交換すること。

· 破れはディーラーまで修理依頼をしてください。
もし、に修理で出すときは、損傷の説明、どのようにして起きたか記述して下さい。修理で送るときは、また、損傷のデーター、損傷タイプを正確に述べて、その損傷の影響がどこに出ているかも説明して下さい。もし損傷がひどい場合、後で影響が出る可能性もあるので、フルインスペクションを実施します。

注意深く、第5章の重要事項を読み、また　第6章の保証期間、検査を理解してください。

損傷は、ほころびや、事故から、紫外線から、使い過ぎから生じます。十分注意して、扱ってください。

パラグライダーパイロットは、自分の安全には自分自身に責任があります。機材の使用にかかわる損傷は、ディーラー、メーカーには責任ないことを確認してください。

翼の販売時：

販売前には、工場で翼の検査をします。もしマニュアルを保存したい場合、新しいものを注文したり、コピーをしてください。新しいグライダーには　フライトマニュアルが付くかダウンロード可能です。スカイパラグライダーの使用に起因する損傷は、メーカー及びディーラーの責任でないことを確認してください。

４．グライダーの材料

５．重要事項

· あなたが飛ぶ国のパラグライダー規則にしたがって下さい。

· グライダーの改造は、ディーラー及びメーカーのサポートを受けられません。

· グライダーの改造は、EN-認定がキャンセルされます。

· パラグライダーの使用は、マニュアルの記述にしたがってください。

· パラグライダーの持ち主が、航空法規、安全に責任があります。

· 時々、グライダーの点検をしてください

· 損傷個所は、認可の受けた修理店か、工場ですぐ修理してください

· 保管、注意事項にしたがってください。

６．保証期間、検査

スカイパラグライダーはいかなる製造責任についても通常使用状態での1年間または200h保証します。フライトログには、飛行時間を記録しておいてください。これは、オーナーの義務です。記録飛行時間とは、テイクオフでの待ち時間、グランドハンドリング時間、片付け時間も含みます。また、トーイングテイクオフには1時間足してください。

メンテナンス不足、正しくない使い方、不適切な天候での使用、異常な荷重のかけ方等によるダメージは保証の対称とならない。
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